
亀山市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する規則の一部を改正する規則をここに

公布する。 

  令和４年３月３１日 

亀山市長 櫻 井 義 之    

亀山市規則第２１号 

 

亀山市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する規則の一部を改正する規則 

 

亀山市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する規則（平成１７年亀山市規則第１３号） 

の一部を次のように改正する。 

次の表の改正前欄に掲げる規定の下線を付した部分をこれに対応する改正後欄に掲げ

る規定の下線を付した部分のように改める。 

改正後 改正前 

（病気休暇） 

第１９条 ［略］ 

２ 前項ただし書、次項及び第４項の規

定の適用については、連続する８日以

上の期間（当該期間における週休日等

以外の日の日数が少ない場合として市

長が定める場合にあっては、その日数

を考慮して市長が定める期間）の特定

病気休暇を使用した職員（この項の規

定により特定病気休暇の期間が連続し 

ているものとみなされた職員を含む。）

が、除外日を除いて連続して使用した 

特定病気休暇の期間の末日の翌日から、

１回の勤務に割り振られた勤務時間（ 

１回の勤務に割り振られた勤務時間の

一部に育児休業法第１９条第１項に規 

（病気休暇） 

第１９条 ［略］ 

２ 前項ただし書、次項及び第４項の規

定の適用については、連続する８日以

上の期間（当該期間における週休日等

以外の日の日数が少ない場合として市

長が定める場合にあっては、その日数

を考慮して市長が定める期間）の特定

病気休暇を使用した職員（この項の規

定により特定病気休暇の期間が連続し 

ているものとみなされた職員を含む。）

が、除外日を除いて連続して使用した 

特定病気休暇の期間の末日の翌日から、

１回の勤務に割り振られた勤務時間（ 

１回の勤務に割り振られた勤務時間の

一部に育児休業法第１９条第１項に規 



定する部分休業の承認を受けて勤務し

ない時間その他の市長が定める時間（ 

以下この項において「部分休業等」と

いう。）がある場合にあっては、１回 

の勤務に割り振られた勤務時間のうち、

部分休業等以外の勤務時間）のすべて

を勤務した日の日数（第４項において

「実勤務日数」という。）が９０日に

達する日までの間に、再度の特定病気

休暇を使用したときは、当該再度の特

定病気休暇の期間と直前の特定病気休 

暇の期間は連続しているものとみなす。

［３ 略］ 

４ 使用した特定病気休暇の期間が除外

日を除いて連続して９０日に達した場

合において、９０日に達した日の翌日

から実勤務日数が９０日に達する日ま

での間に、その症状等が当該使用した

特定病気休暇の期間における特定病気

休暇に係る負傷又は疾病の症状等と明

らかに異なる負傷又は疾病のため療養

する必要が生じ、勤務しないことがや

むを得ないと認められるときは、第１

項ただし書の規定にかかわらず、当該

負傷又は疾病に係る特定病気休暇を承

認することができる。この場合におい

て、当該特定病気休暇の期間は、除外

日を除いて連続して９０日を超えるこ

とはできない。 

定する部分休業の承認を受けて勤務し

ない時間その他の市長が定める時間（ 

以下この項において「部分休業等」と

いう。）がある場合にあっては、１回 

の勤務に割り振られた勤務時間のうち、

部分休業等以外の勤務時間）のすべて

を勤務した日の日数（第４項において

「実勤務日数」という。）が２０日に

達する日までの間に、再度の特定病気

休暇を使用したときは、当該再度の特

定病気休暇の期間と直前の特定病気休 

暇の期間は連続しているものとみなす。

［３ 略］ 

４ 使用した特定病気休暇の期間が除外

日を除いて連続して９０日に達した場

合において、９０日に達した日の翌日

から実勤務日数が２０日に達する日ま

での間に、その症状等が当該使用した

特定病気休暇の期間における特定病気

休暇に係る負傷又は疾病の症状等と明

らかに異なる負傷又は疾病のため療養

する必要が生じ、勤務しないことがや

むを得ないと認められるときは、第１

項ただし書の規定にかかわらず、当該

負傷又は疾病に係る特定病気休暇を承

認することができる。この場合におい

て、当該特定病気休暇の期間は、除外

日を除いて連続して９０日を超えるこ

とはできない。 



［５及び６ 略］ ［５及び６ 略］ 

備考 表中の［ ］の記載は注記である。 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、令和４年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則による改正後の第１９条の規定は、使用した特定病気休暇の期間の末日の

翌日がこの規則の施行の日以降である場合について適用し、使用した特定病気休暇の

期間の末日の翌日がこの規則の施行の日の前日までである場合については、なお従前

の例による。 


